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十
勝
測
量
設
計
協
会
が
実
務
者
研

基
礎
知
識
の
習
得

へ
研
鑽

受
発
注
者
の
連
携
強
化
も
期
待

【帯
広
発
】
十
勝
測
量
設
計

協
会

（熊
頭
勇
造
会
長
）
は
２６

日
、
帯
広
市
内
の
と
か
ち
館
で

調
査
設
計
業
務
実
務
者
研
修
会

を
開
催
し
た
。
協
会
か
ら
５６

人
、
帯
広
建
管
か
ら
５７
人
の
計

■
■
３
人
が
参
加
。
測
量
調
査

に
か
か
る
基
礎
知
識
の
習
得
を

図

っ
た
。

【
函
館
発
】
い
森
川
組

（函
館
、

森
川
基
嗣
社
長
）
は
、
函
館
開
建

発
注
の

「函
館
新
外
環
状
道
路
函

館
市
上
揚
川
西
改
良
」
の
現
場

で
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

施
エ
デ
ー
タ
を
共
有
化
す
る
こ
と

で
、
補
強
土
竪
に
関
す
る
品
質
管

理
の
高
度
化
を
図
っ
て
い
る
。
北

見
工
業
大
学
な
ど
と
構
成
す
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
取
組
。
壁

面
調
整
に
用
い
る
タ
ー
ン
バ
ッ
ク

ル
の
ト
ル
ク
履
歴
を
発
注
者
等
と

共
有
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
品
質

確
認
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

同
取
組
は
、
国
土
交
通
省
の
「建

設
現
場
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向

上
す
る
た
め
の
革
新
的
技
術
の
導

入

。
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

一
環
。
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
品
質
管
理
の
高
度
化
を
図
る
技

術
と
し
て
本
年
度
採
択
さ
れ
た
。

現
場
で
施
工
し
て
い
る
多
数
ア

ン
カ
ー
式
補
強
土
壁
は
、
盛
土
内

の
ア
ン
カ
ー
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
土

圧
支
持
力
で
安
定
し
た
補
強
土
壁

を
構
築
。
盛
土
材
が
壁
を
支
え
る

だ
け
の
品
質
に
あ
る
の
か
を
確
認

菊
地
勇
副
会
長
は

「受
発
注

者
双
方
の
技
術
者
が

一
堂
に
会

し
て
学
ぶ
機
会
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
は
、
今
後
の
業
務
実
施
に

大
き
く
役
立

つ
も
の
」
と
述

べ
、
受
発
注
者
間
の
連
携
強
化

に
も
期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
東
和
工
研
い
の
久

保
田
剛
史
事
業
室
室
長
が
基
準

【
網
走
発
】
網
走
測
量
設
計

協
会
次
世
代
創
造
委
員
会

（島

田
元
樹
委
員
長
）
は
２６
日
、
網

走
市
内
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

・
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
で
次
世
代
創
造

委
員
会

・
実
務
者
併
修
会
を
開

催
し
た
。
会
員
企
業
な
ど
か
ら

３９
人

が

参

加
。
ｉ
ｌ

Ｃ

ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
の
推
進

と
測
量
現
場
に
お
け
る
生
産
性

向
上
に
向
け
、
３
Ｄ
点
群
処
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

研
修
会
は
、
網

走
測
量
設
計
協
会

（益

村

公
人

会

長
）
の
６
番
目
の

委
員
会
と
し
て
発

足
し
た
久
世
代
創

会
員
企
業
な
ど

一
か
ら
３９
人
が
参

加
し
た

解
説
し
た
。

観
測
に
使
用
す

る
測
量
機
器
に
つ

い

て

は
、
主

に

ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー

シ

ョ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ

１
１
３
人
が
測

量
調
査
に
つ
い

て
の
知
識
を
深

め
た

Ｓ
測
量
機
の
２
種
類
が
あ
る
こ

と
を
示
し
、
「Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量

機
は
人
工
衛
星
か
ら
の
信
号
を

用
い
る
こ
と
で
高
精
度
の
測
量

が
期
待
で
き
る
が
、
山
林
の
中

な
ど
上
空
が
開
け
て
い
な
い
場

所
で
は
使
え
な
い
」
と
伝
え

た
。こ

の
あ
と
、
北
王
ヨ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
い
の
堀
川
浩

一
参
事
が

実
測
線
調
査
に
つ
い
て
、
帯
広

建
管
地
域
調
整
課
の
上
野
清
主

査
が
成
果
品
の
品
質
管
理
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。
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1雲募慧
造
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
３
回
目
を
迎
え

る
。益

村
会
長
は
、
点
群
デ
ー
タ

処
理
な
ど
に
つ
い
て

「ス
キ
ル

を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
実
務
研
修
会
が
必
要

だ
と
思
う
の
で
、
こ
う
し
た
機

会
を
利
用
し
て
地
域
の
仕
事
に

結
び
付
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

【
網
走
発
】
網
走
建
管
北
見

出
張
所
安
全
協
議
会

（会
長

・

鴨
下
辰
哉
北
辰
土
建
い
社
長
）

は
２６
日
、
北
見
市
内
の
北
見
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
労

働
災
害
防
止
安
全
大
会
を
開
催

無
事
故
・無
災
害
達
成

ヘ

網
建
管
北
見
出
張
所
安
全
協
議
会

５２
人
参
加

安
全
大
会
開
く

こ

の

あ

と
、
福

井

コ

ン

ピ

ュ
ー
タ
い
札
幌
オ
フ
ィ
ス
の

鈴
木
陽
平
上
席
主
任
と
橋
本
晃

氏
が
講
師
を
務
め
、
冨
一次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
研
修
会
～
ｉ
ｌ

や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
対
応
」

を
実
施
。
参
加
者
は
、
３
Ｄ
点

群
処
理
シ
ス
テ
ム
や
Ｃ
Ｉ
Ｍ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

し
た
。
現
場
代
理
人
や
北
見
出

張
所
の
職
員
な
ど
５２
人
が
参

加
。
安
全
講
話
な
ど
を
通
し

て
、
冬
季
に
お
け
る
労
働
災
害

や
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
意

識
の
高
揚
を
図
っ
た
。

協
議
会
は
、
■
９
９
■
年
１０

月
に
発
足
し
、
こ
と
し
で
２８
年

目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
工

事
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道
路

・

河
川
の
環
境
整
備
、
技
術
研
修

な
ど
の
活
動
を
展
開
。
安
全
大

会
は
、
工
事
追
い
込
み
期
を
迎

え
、
冬
型
の
労
災
や
交
通
事
故

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者

の
意
識
高
揚
を
図
り
、
労
災

・

交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

鴨
下
会
長
は
、
追
い
込
み
期

を
迎
え
、
気
象
条
件
が
厳
し
く

な
る
中
、
労
災

・
交
通
事
故
の

発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
指

摘
。
そ
の
上
で

「冬
場
作
業
の

注
意
点
の
確
認
や
件
業
所
に
お

け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
な

ど
の
健
康
管
理
に
努
め
、
無
事

故

・
無
災
害
で
完
工
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

北
見
警
察
署
の
菅
田
昇
幸
交

通
課
長
と
北
見
労
基
署
安
全
衛

生
課
の
五
十
嵐
拓
安
全
専
門
官

が
そ
れ
ぞ
れ
安
全
講
話
。
菅
田

交
通
課
長
は
、
冬

季
に
発
生
し
や
す

い
ス
リ
ッ
プ
事
故

な
ど
の
注
意
点
を

解
説
し

「朝
方
や

夕
方
は
事
故
の
発

労
災
や
交
通
事

故
防
止
へ
意
識

の
高
揚
を
図
っ

た

生
率
が
高
く
な
る
。
通
勤
時
は

安
全
運
転
を
心
が
け
て
」
と
求

め
た
。

最
後
に
、
網
走
建
管
北
見
出

張
所
の
飯
沼
諭
所
長
が
あ
い
さ

つ
。
参
加
者
は
無
事
故

・
無
災

害
で
の
完
工
に
向
け
、
意
識
の

高
揚
を
図
っ
た
。

入
札
・契
約
等
審
議
委

‐２
月

９
日
に
開
催

札

幌

一巾

札
幌
市
は
、

１２
月
９
日
午
後

３
時
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
で
木

年
度
第
３
回
入
札

・
契
約
等
審

議
委
員
会
を
開
催
す
る
。

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

一
定

る
。

量
の
昼
土
を
施
工
し
た
あ
と
に
行

　

現
場
で
は
、
補
強
土
壁
の
壁
面

う
密
度
試
験
で
確
認
す
る
し
か
な

調
整
す
る
際
に
計
測
デ
ー
タ
の
出

か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
が
可
能
な
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使

そ
の
た
め
、
北
見
工
業
大
学
と

用
し
て
、
タ
イ
バ
ー
に
取
り
付
け

補
強
土
堅
メ
ー
カ
ー
の
岡
三
り

た
女
―
ン
バ
ッ
ク
ル
の
締
め
付
け

ビ
ッ
ク
い

（東
京
）
が
、
壁
面
調

時
に
お
け
る
ト
ル
ク
履
歴
を
計

整
に
用
い
る
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
の
　
測
。
計
測
し
た
数
値
は
デ
ー
タ
収

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
可
能

ト
ル
ク
値
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

盛
土
材
の
品
質
確
認
を
行
お
う
と

共
同
研
究
を
実
施
。
本
年
度
に
函

館
開
建
発
注
現
場
で
補
強
土
壁
を

施
工
す
る
予
定
だ
っ
た
森
川
組
と

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成
し
、
実

際
の
施
工
現
場
で
試
行
し
て
い

集
用
の
Ｐ
Ｃ
に
転
送
さ
れ
、
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
発
注
者
や

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
成
員
で
共
有

し
て
い
る
。

北
見
工
業
大
学
工
学
部
社
会
環

境
系
の
川
口
貴
之
准
教
授
は
、
今

回
提
案
し
た
技
術
を
使
用
す
る
こ

と
で
盛
土
材
が
設
計
品
質
を
満
足

し
て
い
る
か
ど
う
か

「現
場
事
務

所
や
発
注
者
、

メ
ー
カ
ー
が
リ
ァ

ル
タ
イ
ム
で
数
値
を
共
有
で
き
、

ト
ル
ク
が
足
り
て
な
い
場
合
も
す

ぐ
に
伝
わ
る
」
と
強
調
。
現
場
代

理
人
を
務
め
る
森
川
組
の
村
田
絵

一
土
木
部
工
事
課
長
も
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
品
質
確
認
で
き
る
こ
と

で

「安
心
し
て
次
の
工
程
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
」
と
効
果
を
実
感

し
て
い
る
。

港
内
環
境
の
美
化
に
汗

出
来
澗
漁
港
で
清
掃
活
動

画
。町

水
産
経
済
課
に
打
診
し
た

と
こ
ろ
、
出
来
潤
漁
港
の
港
内

に
あ
る
側
溝
に
泥
が
た
ま
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
側
溝

内
の
泥
上
げ
を
す
る
と
と
も

に
、
港
内
の
除
草
お
よ

び
清
掃
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

側
溝
内
の
泥
上
げ
で

は
２

ント
ダ

ン

プ
３
合

分
、
港
内
の
除
草

・
清

掃
活
動
で
は
４

ント
平
ボ

デ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
■
合
分

の
量
を
処
理
。
撫
業
関

係
者
な
ど
地
元
住
民
ら

が
快
適
な
環
境
で
利
用

で
き
る
よ
う
、
３
時
間

ほ
ど
か
け
て
港
内
を
清

掃
し
た
。

ターンバ ツクルの トルク履歴が瞬

時 にPCへ 転送 され る

【
函
館
発
】
い
森
川
組

（函

館
、
森
川
基
嗣
社
長
）
は
２３
日
、

鹿
部
町
の
出
来
潤
漁
港
で
清
掃

活
動
を
行

っ
た
。
地
域
貢
献
活

動
の

一
環
で
、
協
力
会
社
の
職

員
を
含
め
１８
人
が
参
加
。
側
溝

内
の
泥
上
げ
や
除
草
な
ど
を
行

い
、
港
内
の
美
化
を
図
っ
た
。

同
社
は
本
年
度
、
鹿
部
町
内

の
漁
港
に
お
い
て
函
館
建
管
発

注
の

「本
別
漁
港
水
産
流
通
基

盤
整
備
」
と
、
渡
島
総
合
振
興

局
水
産
課
発
注
の

「噴
火
湾
周

辺
出
来
潤
増
殖
場
造
成
」
を
施

工
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
縁
か
ら
、
町
の
た

め
に
何
か
役
に
立
て
る
こ
と
は

な
い
か
と
地
域
貢
献
活
動
を
計

森 JII組

快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整

備
し
た
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